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マーケットプレイスのイメージ ※ICTドリームスクール懇談会資料より
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（参考）フィンランドの事例

2

フィンランドモデルでは、マーケットプレイスは「1つ」で「国＋⺠間コン
ソーシアムで開発」し「⺠間で運営していく」ことになっている。
【参考】

・認証、データストレージは「1つ」「国が開発・運営」
・教材購⼊、教材・活⽤例共有、サポートは「1つ」「国と⺠間が共同開発・運営」
・決裁、ライセンス管理、共通機能とのAPIは「1つ」「⺠間開発・運営」

※三友委員 「フィンランド現地訪問調査について ―2015 年 1⽉調査結果概要ー」より
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（参考）フィンランドの事例



マーケットプレイスのあるべき姿に向けての論点例

4

 マーケットプレイスで求められる機能
 マーケットプレスとして、どういった機能を提供すべきか。

（教材検索／購⼊機能／⾃作教材作成・共有機能／教材への評価機能）
－コンテンツを利⽤する側（教育委員会／教員／⽣徒）からはどうか。
－コンテンツプロバイダー側からはどうか。

 マーケットプレイスの対象範囲
 利⽤者（購⼊者）の対象範囲は、どこまでとするか。

－教育委員会／教員／⽣徒（保護者）
－公教育とするか、私教育まで広げるか

 また、公教育を範囲とする場合には、公費で利⽤されるのか、私費で利⽤
されるのか

 マーケットプレイスの運営⽅法
 国が中⼼となって統⼀的に提供されるプラットフォームの中で提供される

べきかor複数の⺠間サービスの併存により提供されるべきか
参考：・フィンランドでは、国と⺠間コンソーシアムで開発し⺠間で運営

（統⼀的なプラットフォームとしてマーケットプレイスが提供されている）
・なお、すでに⺠間のマーケットプレイスが複数存在。

 マーケットプレイスを提供するにあたって、今後の
サービス調達の在り⽅についてどのように考えるか


